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研究成果の概要（和文）： 
 上顎全部床義歯の床縁は、口蓋正中部を延長することが一般的である。しかし、この床の延
長は、粘膜への刺激遮断や舌房の侵害を引き起こし、感覚運動能力の低下を招いている可能性
がある。 
 本研究では、口蓋部形態に相違のある 2 種の実験用口蓋床（無口蓋型・有口蓋型）の装着下
で、口腔形態認識能力及び咀嚼効率の測定を行った。有口蓋型の口蓋床の装着は、咀嚼能力を
低下させ、さらに口腔形態認識能力による咀嚼運動の制御機構に障害を与える可能性が示唆さ
れた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In general, maxillaty complete denture cover palatal palate extensively. This study 
suggested that palatal coverage disturbed tongue motor ability and sensorimotor 
coordination in mastication. 
 Based on the limited experimental conditions, we concluded that wearing a Plate, which 
did not cover the middle part of the palate, had no effect on masticatory efficiency and 
did not disturb oral sensorimotor control of the masticatory mechanism, while full palatal 
covereage reduced masticatory efficiency and might have an influence on the relationship 
between oral stereognostic ability and mastication.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 上顎全部床義歯は、その維持力と機械的強
度確保のため、口蓋正中部を床により延長す
ることが一般的である（図 1）。しかし、Watt
と Likeman（1974）による抜歯後歯槽骨
の変化についての追跡調査によると，口蓋
正中部（図.2 斜線部）の形態変化が無い
ことが明らかとなっている。この口蓋部の
床の延長は、口蓋正中部への外来刺激の遮断、
さらには床の厚みによる舌運動の侵害を招
く恐れがあり、口腔の感覚および運動能力の
低下を引き起こすことが予想される。 

 
 
 また、口蓋粘膜の役割として、食塊の位置
情報、嚥下時の食塊粒度の認知等が明らかに
されており、口蓋正中部を床により被覆する
ことは咀嚼運動に関わる種々の生理的機能、
さらには高次脳機能をも障害している可能
性が予想される。 
 Kaibaら（2006）は、正常有歯顎者を対象
に、被覆部位の後縁をアーラインとした実験
用口蓋被覆床（厚さ 1.5 mm、図. 3）の装着
により、舌の運動障害により咀嚼能力が低下
し、さらに 1週間の装着期間中も低下したま
まであることを明らかにした。また、口蓋床
装着により、非装着時に認められた口腔感覚
運動能力と咀嚼能力との間に認められた正
の相関関係が消失したことで、咀嚼機能が障
害を受けることを示唆している。 
 

 
 
 これらのことから、上顎総義歯の床縁形態
を無口蓋型（図.4）とすることによって、口
腔感覚・運動能力の向上、さらには咀嚼運動
に関わる種々の生理的機能の維持が図れる
可能性が予想される。 
 
 

２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、口蓋部の形態に相違のあ
る実験用口蓋床の装着が、口腔形態認識能力
と咀嚼効率に与える影響、及びそれらの関係
に及ぼす影響について明らかにし、無口蓋型
の床縁デザインの有用性を検討することで
ある。 
 
３．研究の方法 
 
(1)被験者 
 被験者は本研究の趣旨に賛同し、実験への
協力得られた健常有歯顎者１５名（男性１０
名、女性５名 平均 才）である。被験者の
選択基準は２８本以上の連続した天然歯列
を有するものとした。 
 
(2)実験用口蓋被覆床 
 口蓋部の形態に相違のある２種の口蓋床、
A床および B床を用意した(図. 5)。A床は残
存歯の上顎舌側辺縁歯肉より 10 mm の位置
を後縁とうる無口蓋型とし、B床は残存歯の
上顎舌側歯肉縁からバイブレーションライ
ンの前縁までの口蓋を覆う設計とし、有口蓋
型とした。2種の口蓋床は厚さ 1.5mm、加熱
重合型床用レジンにて製作した。 

  図.5 実験用口蓋被覆床（A床、B床） 
 
(3)咀嚼効率の測定 
 田中の方法を参考に、ピーナッツ咀嚼時の
粒度分布を測定し咀嚼効率を算出した。被験
者には約 3.00ｇのピーナッツを 5回、10 回、
15 回、20 回および 30 回自由に咀嚼するよう
に指示した。各咀嚼回数につき３回ずつの試
行を行った後、試料は咀嚼回数毎に回収し、
乾燥後、音波振動式全自動篩分け粒度分布測
定器(Robot Sifter)を用いて、8 種の篩を用
いて篩分けをした。 
 各篩上に残った試料を秤量し、得られた値
を粒度分布に表わす Rosin‒Rammler 方程式に
代入し、各咀嚼回数におけるメディアン径を
算出した。さらに各咀嚼回数のメディアン径
を咀嚼回数の指数関数へと回帰させ{Tanaka, 

図. 1 図. 2 

図. 3 図. 4 



2000}，指数関数的減衰を示すパラメータを
算出し、咀嚼効率とした。 
 
(4)口腔形態認識能試験 
 試料形態は、円、楕円、正方形、長方形、
正三角形、半円を用いた。それぞれ大（厚さ
３ｍｍ、体積４０ｍｍ３）、小（厚さ２ｍｍ、
体積２０ｍｍ３）の計１２種類を用意した
(図.6)。 

 
 
 
 
 
 
 
 

   図.6 口腔形態認識能試験試料 
 
 試料は、被験者の視野に入らないようにピ
ンセットにて舌尖に乗せ、試料を歯列による
把持，および口唇への接触以外は自由に感知
するように指示した。正解は２点、不正解は
０点、類似の形態は１点とした。試験はラン
ダムにそれぞれの試料を３回繰り返した。３
６回の試行の合計点数を OSA スコアとした 
 
(5)データ解析 
 統計解析は、OSA スコアと咀嚼効率には一
元配置分散分析を用い、有意であれば多重比
較検定を用いた。また、各条件下における OSA
スコアと咀嚼効率の相関関係を Spearman の
順位相関係数により解析した。有意水準は
５％とした。 
 
４．研究成果 
 
(1)口腔形態認識能 
 口蓋床非装着、A 床および B 床の装着は、
OSA スコアに有意な影響を及ぼさなかった。 
 口腔形態認識は、主に舌により行われるこ
とが明らかとなった。 
 
(2)咀嚼効率 
 咀嚼効率は、非装着時と比較してＢ床では
有意に低下した（図.7）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    図.7 各条件下での咀嚼効率 
 

 咀嚼時、舌は巧みに動き、粉砕の必要なよ
り大きな食物の粒子を選別しており、そのた
めには舌を動かす空間を障害しないことが
必要であると思われる。Ｂ床装着時は口蓋粘
膜を被覆している床の厚みによる舌房の侵
害が、舌の運動障害を引き起こし、食塊形成
が進まなかった可能性が考えられる。また、
口蓋粘膜の機械受容器の運動制御に関する
役割は、口腔内の食塊の位置情報を中枢に送
るとこと、さらに口蓋粘膜深部には咀嚼能力
と嚥下に関連する感覚受容器が存在すると
の報告もある。 
 Ｂ床の装着による咀嚼効率低下の原因の
詳細は不明であるが、床の厚みによる舌の運
動障害および口蓋性中部への感覚刺激の遮
断が、咀嚼効率の低下を引き起こしたことが
示唆される。 
 
(3)咀嚼効率と OSA スコアの関連 
 口蓋床非装着時および A床装着時には咀嚼
効率と OSA スコアに有意な正の相関関係が認
められたが、B 床装着時には認められなかっ
た。 
 Ｂ床装着により口腔感覚運動能力による
咀嚼運動の制御機構が障害されたことが示
唆された。また、口蓋正中部を被覆しない A
床は、口腔感覚運動能力による咀嚼運動の制
御機構を障害しない可能性が示唆された。 
 
 正常有歯顎者を対象とした本研究結果よ
り、無口蓋型の床縁形態の優位性が示された。 
 上顎全部床義歯に対して、無口蓋型の床縁
形態を応用するには、その維持力および機械
的強度の問題が残り、今後の検討課題となる
が、無口蓋型義歯は、口腔感覚運動能力によ
る咀嚼運動の制御機構を維持出来る可能性
があり、臨床的に非常に有意義であると思わ
れる。 
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